
としており，そのために英国で成功したサッチャーイ  

ズムの是正を参考に，現政権政党に比べてより過激な  

主張をしていく覚悟が必要であろう．難しい課題だが，  

そうであるがゆえに挑戦したい．と，熱意を込めて締  

めく くられた．   

通常のシンポジウムやセミナーの平均年齢よりは若  

干高めの雰囲気ではあったが，会場を埋める参加者の  

熱気が伝わってきたシンポジウムであった．近藤準郎  

氏の「有限な資源のもとで，個々の効用を最大化しよ  

う」との挨拶で始まった夕刻の懇親会でも，学会誌1  

号は実は関西で発行されていたとの新事実の紹介等，  

興味の尽きないエピソードが紹介され，和気諸々の雰  

囲気の中，40周年記念シンポジウムの幕は閉じた．  

創立4咽年への祝電喜   

6月2日開催の記念式典において，総合司会山田郁夫氏（日本OR学会副会長）から文部大臣をはじめ，  

IFORS会長Peter Bell氏他，各国OR学会会長などからの祝電が披露された．   

ここにIFORS会長とSecretaryからの祝電（一部省略）とその他の方々のお名前を掲載させて頂き，感謝  

の意を表わすことといたしたい．  

1．PeterC．Bell（カナダIFORS会長）   

OnbehalfofIFORS，Iwouldliketoextendsincerecongratu－  

1ationstoORSJontheoccasionofits40thanniversary．ORSJ  

hasbeena distinguished and active member ofIFORS，and  

manyindividualmembers of ORSJhave playedimportant  

leadershiproleswithintheinternationalORcommunity．The  

1975IFORS triennialconference heldin two different cities  

（Tokyo and Kyoto），is remembered fondly by those who  

attended．   

Thelast40yearshasbeenatimeofgreatchangeinOR．  

Fromtheoptimismoftheearlyyears，followedbyaperiodof  

Selfdoubt，ORisnowemergingintoabrightfuture．Globalizationan－dcompetitionfostertheneedfor  

WhatORhastooffer，andIFORSandORSJarewellpositionedforanexcitingfuture．・…・・中略…・‥   

Welook forwardto thenext40yearsofachievementin operationsresearchfromORSJandits  

members，andcontinuingcooperationbetweenIFORSandORSJindevelopingORaroundtheworld．   

2．HelleR．We”ing（デンマークIFORSSecretary）   

（前略）   

One ofmyfirstexposuresto theIFORS world took placeinJapanin1973whenIvisited there  

togetherwith the thenIFORS President，Professor ArneJensen，and my predecessbr asIFORS  

Secretary，Mrs・MargaretKinnard・Irecallthewarmreceptionandwelcomebyrepresentativesofthe  

ORSJcommunityandbytheORSJstaffattheGakkaiCenterBuilding．  

IreturnedtoJapanin1975fortheIFORSConference．  

Ittookplaceintwolocations，TokyoandKyoto・Today，WhenIamfullyawareofa11thedetails  

involvedin organising such an event，Ican only sayIdon，t knowhow the organising Committee  

m？nageda11thelogisticsinvoIvedinrelocatingtheConference…… 2daysinTokyoand2daysin  

Kyoto！！  

1975andJapanwasalsotheofficialstartofmyIFORScareersinceIwasappointedIFORSSecretary  

atthe1975GeneralMeetinginKyoto．Throughouta11theseyearsIhavebeenenjoyingasmoothand  
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extremely pleasant working relationship with the ORSJOfficers and the ORSJSecretariat staff．I  

expressthanksforthatandIasktheORSJandallitsmemberstoacceptmyverybestwishesforthe  

next40years．  

3．Xiang－SunZHANG（中国OR学会会長），JaphetS．Law（香港OR学会会長），ArthurGeoffrion（ア  

メリカOR学会INFORMS会長），Saull．Gass（IFORS，INFORMS副会長），Jesus T：Pastor Cinrana  

（スペインOR学会会長），小杉隆（文部大臣）・石橋信夫（大和ハウス工業㈱代表取締役相談役），松原治  

（㈱紀伊国屋書店代表取締役社長）．  

…‖……………l…l…………l川……l………l…llllt…l……lt…………………l…………………lt……………………………………ll……l………仙…………………………t…l………l…l……l………ltlll…………‖＝………‖……llll川州  

創立40周年記念セミナー  

● 『ORの新潮流－ORはどう役に立つ－』ルポ  

相淳 健実（秩父小野田㈱）  

OR学会の創立40周年を記念して『ORの新潮流  

－－ORはどう役に立つ－』と題したセミナーが平成9  

年6月3日，40周年記念事業実行委月会と研究普及委  

月会の共同企画で開催されました．会場は東京ガス  

（株）の御好意により，JR浜松町駅直近で芝離宮の緑  

を一望できる同社本社13階会議室で，参加者は正会月  

31，賛助会月3，学生12，非会員1の総勢52名で行わ  

れました．このセミナーの狙いは，ORの各分野の第  

一線で活躍されている研究者から，企業の実務担当者  

や研究者に対し最近新しく研究が進展し，今後の幅広  

い適用が期待されるテーマのエッセンスをオムニバス  

形式で紹介・解説してもらうことにありました．   

冒頭，文教大学の真鍋先生から，「今回のように，  

経路の違った分野の最近の話題を1日で集中して聞け  

るのは，企業の人だけでなく大学のメンバーにとって  

も非常に貴重な機会だ」との開会挨拶があり，’各講演  

に移りました．以下，各先生の講演と質疑の要点をか  

いつまんでご紹介します．  

の基調の話がありました．続いて数理計画法の歴史を  

概説され，安定集合問題の定式化（組合せ最適化問題）  

の話が続き，非線形計画法と離散構造をテーマとして，  

KKT一集合，∑の滑層分解，ラグランジュ多面体の  

話が，また，半順序集合と単体的複体をテーマとして，  
単体的複体と上限予想，順序複体とシェリング可能性，  

等の各論が展開されました．   

全体を概括すれば，近年，離散凸解析のような，離  

散構造と連続構造の類似性の重要性が指摘されている  

中で，非線形計画問題のように本質的に連続構造をも  

っているようなものも，さらに深く探れば凸多面体論  

や有向マトロイドのような離散構造を持っている．問  

題の構造を考えるという立場でいえば，数理計画とい  

うのは離散構造で統一されているのだという内容でし  

た．ボリューム的には2日間ほどの講義が必要と思わ  

れる内容を，コンパクトに系統立てて，しかも非常に  

理解しやすく解説していただきました．   

質疑では，非線形計画問題をパラメトリックに追い  

かける場合マルチパラメータではどうなるのか．グラ  

フ理論で非線形問題に最終的に行き着けるのか，等の  

議論が打ち解けた雰囲気のもとでなされました．   

●  

1．『数理計画法一連続構造の中に離散構造を見  

る－』平林隆一先生（東京理科大学）   

始めに，「数学は1つであり，代数学を始めとして，  

様々な研究分野が深いところで繋がっている．これと  

同様に数理計画も1つであり，線形計画問題，一整数計  

画問題，組合せ最適化問題，非線形計画問題，パラメ  

トリック非線形計画問題，……等々が深いところで繋  

がっており，そのキーワードは凸多面体である．」と  

1997年10 月号  

2．『投票による決定において投票者の影響力をど  

う測る？－協力ゲーム理論とパワー指数によ  

る分析－』武藤滋夫先生（東京都立大学）   

冒頭，「ゲームの理論には，いわゆる協力ゲームと  

非協力ゲームとがあるが，それが両立しているケース  
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